
留
学
生
、戸
田
の
自
然
を
満
喫 

原支所 
芦川 瑞穂 

有
限
会
社 

ア
イ
・
リ
ン
ク 

　
　
　
　 

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

　
代
表
取
締
役 

加
藤
忠
宏 

■facebook

は
本
物
だ
！ 

　facebook

が
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

世
界
的
に
見
た
場
合
、
ヒ
ッ
ト
数

で
は
世
界
一
位
のG

oogle

に
次
ぐ

勢
い
で
、
閲
覧
ペ
ー
ジ
数
で
は

G
oogle

を
超
え
、
滞
在
時
間
に
お

い
て
はG

oogle

の
約
二
・
五
倍
の

時
間
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
私
に

対
し
て
全
国
の
団
体
や
企
業
か
ら

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
依
頼
が
来

て
い
る
が
、
大
半
がblog

シ
ス
テ

ム
に
よ
る
H 
P
構
築
支
援
か

facebook

の
戦
略
的
活
用
で
あ
る
。

特
に
旅
行
業
界
は
旅
行
サ
イ
ト
じ

ゃ
ら
ん
問
題
も
あ
っ
て
、
旅
行
関

係
者
は
早
急
にfacebook

対
応
を

急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。 

■
嘘
の
よ
う
な
本
当
の
話 

　
七
月
、
甲
府
で
企
業
支
援
を
し

て
い
る
と
、
別
の
経
営
者
か
ら

facebook

の
チ
ャ
ッ
ト
で
「
何
時

の
便
で
帰
る
の
で
す
か
」
「
電
車

の
右
側
の
座
席
に
い
て
ほ
し
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
た
。
私

が
身
延
線
で
帰
る
時
、
電
車
が
駅

に
到
着
す
る
と
そ
の
経
営
者
が
い

て
、
ド
ア
の
開
閉
の
間
に
土
産
物

を
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
方
は
三
月

にfacebook

で
知
り
合
っ
た
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
驚
い
た
。
現
在
で

は
仕
事
を
頂
い
て
い
る
。
さ
ら
に

静
岡
駅
で
は
二
人
の
受
講
生
が
待

っ
て
い
て
く
れ
た
。
こ
う
い
う
こ

と
が
起
き
る
の
がfacebook

の
す

ご
い
と
こ
ろ
だ
。 

■facebook

利
用
の
ポ
イ
ン
ト 

　facebook

で
は
経
営
者
と
し
て

の
思
想
や
姿
勢
が
強
く
問
わ
れ
る
。

信
頼
が
生
ま
れ
、
結
果
と
し
て
参

加
者
間
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
。
当
社
で
は
ド
ラ

ッ
カ
ー
の
思
想
に
基
づ
きfacebook

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

W
eb

や
ブ
ロ
グ
と
の
親
和
性
も

高
く
、S

E
O

対
策
に
加
え
、

facebook

側
か
ら
の
自
社
サ
イ
ト

に
顧
客
を
導
く
プ
ラ
ン
も
提
案
し

て
い
る
。
現
在
、
国
の
制
度
で
無

料
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
一
社
三

回
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
詳
細
は
商
工
会
ま
で
。 

最
新
の
I 
T
事
情「facebook

」と
企
業
経
営 

10月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

  10月    6日  第３回理事会 
    　　 19日  工業部会建設関連部会視察 

　   原支所 
  10月    5日  ウインドウズ７講習会 
    　　 23日  原支所女性部視察研修会 

　   戸田支所 
  10月    3日  部田神社祭典 
       14～16日  戸田支所青年部視察研修会 
    　　 23日  東大マラソン 

　
八
月
に
商
工
会
に
入
り
ま
し
た
、

芦
川
瑞
穂
で
す
。
皆
様
に
顔
と
名

前
を
覚
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

明
る
い
挨
拶
を
心
掛
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

元気で魅力あるクラブにしよう 

8
月
1
日
　
造
船
郷
土
資
料
博
物
館
に
て
（
3
面
に
詳
細
） 

職
員
異
動
・
採
用
 主催　戸田さんさんまつり実行委員会 

11月6日（日） 

開催時間　10：00～14：00 
会　　場　戸田御浜岬公園 
地場産品直売　10：00～14：00

催
し
も
の
 

10：00～14：00 

B級グルメフェアー 

ガラガラ抽選会 

フワフワーちびっ子集合！ 

各種ステージイベント 

JA農産物品評会 

14：00　餅投げ 

 
退
任
さ
れ
た
武
下
雅
美
さ
ん
の
 

後
任
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。
 

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
 

第7回 

中
小
企
業
診
断
士 

シ
ス
テ
ム
監
査
技
術
者 
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企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

  

　
今
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

が
注
目
を
あ
び
て
い
る
。

特
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は

iPad

が
国
内
シ
ェ
ア
八
〇

％
を
し
め
て
い
る
。 

　
そ
こ
で
、
話
題
のiPad

を
実
際
に
体
験
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
八
月
二
十
四
日
戸

田
支
所
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
実
際
手
に
取
る
と
、
軽
く
、
実

に
薄
く
コ
ン
パ
ク
ト
。
ロ
ー
マ
字

入
力
も
ス
ト
レ
ス
な
く
出
来
る
。 

　
機
能
も
満
載
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
勿
論
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
プ
で
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
ル
ー
ト
検
索
も

簡
単
。
無
料
で
使
え
る
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
も
二
Ｇ
Ｂ
。
出
先
か
ら

事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
仕
掛
り

の
仕
事
の
処
理
等
様
々
な
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ン

に
場
所
を

選
ば
ず
対

応
が
出
来

る
。
受
講

者
の
中
に

は
、
即
導

入
さ
れ
た

方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。 

　
夏
ま
つ
り
反
省
会
が
八
月
二
十

四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
夏
ま
つ
り
は
当
初
、
大
震
災
で

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
「
 

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
み
ん
な
で
東

日
本
大
震
災
復
興
を
応
援
し
よ
う
 

」
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
会

員
企
業
等
か
ら
の
協
賛
金
が
集
ま

っ
た
こ
と
、
東
海
大
学
生
の
応
援

が
な
い
中
、
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
例
年
以
上
の
協
力
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
 

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
で
一
番
多
か

っ
た
の
は
、
環
境
美
化
部
会
の
頑

張
り
で
し
た
。
ゴ
ミ
の
分
別
を
徹

底
し
、
こ
ま
め
に
ゴ
ミ
の
回
収
を
 

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
出

店
者
も
段
ボ
ー
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い
ゴ

ミ
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
課
題
で
は
、
地
区
セ
ン
タ

ー
内
で
の
飲
食
が
目
立
っ
た
こ
と

や
、
花
火
の
空
砲
で
老
人
が
ビ
ッ

ク
リ
し
て
椅
子
か
ら
落
ち
た
な
ど

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
企
画
委
員
会
が
中
心
と
な

っ
て
改
善
し
、
よ
り
良
い
ふ
る
さ

と
夏
ま
つ
り
に
し
て
行
き
ま
す
。
 

〈
義
援
金
五
一
，
八
四
八
円
〉
 

ま
つ
り
の
日
、
皆
様
か
ら
頂
い
た

震
災
復
興
義
援
金
は
、
市
を
通
じ

日
本
赤
十
字
社
に
寄
付
し
、
感
謝

状
を
戴
き
ま
し
た
。
 

　
八
月
九
日
、
岩
手
県
花
巻
市
で

行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
体
で
、
大

塚
新
田
の
高
校
三
年
、
植
松
詩
織

さ
ん
が
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で

優
勝
し
ま
し
た
。
沼
津
工
業
高
校

入
学
時
、
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
た
い

と
思
い
女
子
部
員
の
い
な
い
ボ
ー

ト
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
男
子
と

共
に
約
一
〜
二
時
間
の
乗
艇
練
習

を
、
手
に
豆
を
作
り
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ト
の
楽
し
み

は
何
で
す
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
「
 

レ
ー
ス
に
出
る
事
で
新
し
い
出
会

い
も
あ
る
し
、
新
た
な
目
標
に
向

か
う
事
が
で
き
る
の
で
試
合
す
る

の
が
楽
し
い
。
勝
て
ば
嬉
し
い
負

け
れ
ば
悔
し
い
。
」
と
返
っ
て
き

て
、
負
け
ん
気
の
強
さ
を
か
い
ま

見
た
気
が
し
ま
す
。
次
の
目
標
は

と
の
問
い
に
「
国
体
」
と
力
強
く

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
頑
張
り
に

応
援
し
ま
す
。
　
久
保
田
　
正
彦
 

　
八
月
一
日
、
東
京
の
大
学
に
通

う
外
国
人
留
学
生
が
『
留
学
生
開

国
ツ
ア
ー
』
と
称
し
て
戸
田
地
区

を
訪
れ
ま
し
た
。
留
学
生
は
、
ア

ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
南
米
か
ら
、

計
八
ヶ
国
、
十
二
名
の
国
際
色
豊

か
な
訪
問
団
で
し
た
。
一
行
は
朝
、

沼
津
港
か
ら
高
速
船
ホ
ワ
イ
ト
マ

リ
ン
に
乗
っ
て
戸
田
に
入
り
、
文

字
通
り
『
戸
田
の
フ
ル
コ
ー
ス
』

を
堪
能
し
、
夕
方
再
び
船
に
乗
っ

て
戸
田
を
後
に
し
ま
し
た
。
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内

で
戸
田
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
ロ
ー
ド

を
散
策
し
な
が
ら
、
松
城
邸
や
法

泉
寺
で
歴
史
や
文
化
に
触
れ
ま
し

た
。
昼
食
に
は
戸
田
の
海
の
幸
を

味
わ
い
、
博
物
館
で
は
深
海
魚
の

生
態
を
学
び
、
塩
造
り
の
体
験
も

行
い
ま
し
た
。
道
中
の
会
話
や
懇

談
の
際
に
は
、
留
学
生
の
目
に
映

っ
た
戸
田
や
日
本
の
文
化
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
聞
く
事

が
で
き
ま
し
た
。
 

・
戸
田
地
区
は
自
然
が
豊
か
で
、

海
も
き
れ
い
。
と
て
も
魅
力
的
。
 

・
日
本
の
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
が

あ
り
、
地
元
の
人
と
の
触
れ
合
い

を
体
験
し
た
い
。
 

・
生
魚
を
食
べ
る
習
慣
は
無
い
が
、

刺
身
は
お
い
し
か
っ
た
。
箸
の
使

い
方
も
上
手
に
で
き
た
。
 

・
温
泉
な
ど
、
み
ん
な
で
大
き
な
 

お
風
呂
に
入
る
習
慣
は
な
い
が
、

是
非
体
験
し
て
み
た
い
。
 

・
お
茶
は
砂
糖
な
ど
を
入
れ
な
く

て
も
、
日
本
式
の
淹
れ
方
で
シ
リ

ア
で
も
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
い
ま
す
。
 

　
留
学
生
に
と
っ
て
、
日
本
の
文

化
に
触
れ
る
機
会
で
あ
る
と
同
時

に
、
私
達
に
と
っ
て
も
、
留
学
生

に
代
表
さ
れ
る
外
国
人
の
若
者
の

目
に
映
っ
た
戸
田
の
魅
力
を
直
接

聞
く
こ
と
の
で
き
る
、
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
九
月
十
日
、
御
浜
岬
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
広
場
に
て
『
第
七
回
ご
ぜ
芸

能
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
祭
り
は
、
そ
の
昔
戸
田
峠

の
山
道
で
盲
目
の
女
三
味
線
弾
き

が
大
雪
に
遭
い
行
き
倒
れ
と
な
り
、

戸
田
住
民
が
手
厚
く
葬
っ
た
と
い

う
言
い
伝
え
を
由
来
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
伝
統
文
化
を
顕
彰
し
、

今
後
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
い
う

趣
旨
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
供
養
式
典
を
執

り
行
っ
た
あ
と
、
芸
能
発
表
と
し

て
『
漁
師
踊
り
』
や
、
『
黒
潮
太

鼓
』
に
よ
る
二
演
目
、
『
美
凛
舞

（
ビ
リ
ー
ブ
）
』
に
よ
る
よ
さ
こ

い
、
ま
た
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
や
三
味

線
等
、
多
彩
の
舞
や
音
を
奏
で
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
花
火
も
打
ち
上

げ
ら
れ
、
盛
大
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
 

　
こ
こ
で
、『
黒
潮
太
鼓
保
存
会
』

に
今
年
七
月
に
入
会
し
た
ば
か
り

の
高
校
一
年
生
、
山
田
早
紀
さ
ん

の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
「
今
回
、
黒
潮
太
鼓
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
初
め
て
舞
台
に
出
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
太
鼓
を
始

め
て
日
が
浅
い
の
で
、
上
手
く
叩

け
る
か
と
て
も
心
配
で
し
た
。
 

　
最
初
に
『
ま
つ
り
』
を
叩
き
ま

し
た
。
人
前
に
出
る
事
が
苦
手
な

の
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
が
側
に
居
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
の
で
安
心
し
て
叩
く

事
が
で
き
ま
し
た
。
二
曲
目
の
『
 

戸
田
太
鼓
』
の
時
は
、
気
持
ち
も

落
ち
着
き
緊
張
せ
ず
に
上
手
く
叩

け
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
 

　
し
か
し
、
ま
だ
完
璧
で
は
な
い

の
で
、
沢
山
練
習
を
積
ん
で
上
手

く
な
り
た
い
で
す
。
」
 

　
黒
潮
太
鼓
は
楽
し
く
且
つ
勇
ま

し
く
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
 

　
今
後
共
、
皆
様
の
応
援
を
支
え

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
黒
潮
太
鼓
保
存
会
 

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

夏
ま
つ
り
反
省
会
 

ご
ぜ
芸
能
ま
つ
り
盛
大
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iPad体験セミナー 

facebook講習会 
　2008年から日本語版が開設された

facebook。 

現在ではGoogleを超える勢いで検索

ヒット数が上昇しています。 

　ビジネスツールとしfacebookを活

用されている方は多く、私もそれが

目的で本セミナーに参加しました。 

　セミナー参加者の方は、既に登録・

使用されている方が殆どで、講師の

加藤先生の話に食いつくように受講

されていました。 

　私は現在ビジネスブログを構築中

であり、そこにfacebookをリンクさ 

               せることで拡販を期待し 

            　ています。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　林　正通 
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ボ
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ト
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・
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シ
ン
グ
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ス
カ
ル
 

植
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詩
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さ
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大
塚
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田
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今
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

が
注
目
を
あ
び
て
い
る
。

特
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は

iPad

が
国
内
シ
ェ
ア
八
〇

％
を
し
め
て
い
る
。 

　
そ
こ
で
、
話
題
のiPad

を
実
際
に
体
験
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
八
月
二
十
四
日
戸

田
支
所
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
実
際
手
に
取
る
と
、
軽
く
、
実

に
薄
く
コ
ン
パ
ク
ト
。
ロ
ー
マ
字

入
力
も
ス
ト
レ
ス
な
く
出
来
る
。 

　
機
能
も
満
載
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
勿
論
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
マ
ッ
プ
で
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
ル
ー
ト
検
索
も

簡
単
。
無
料
で
使
え
る
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
も
二
Ｇ
Ｂ
。
出
先
か
ら

事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
仕
掛
り

の
仕
事
の
処
理
等
様
々
な
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ン

に
場
所
を

選
ば
ず
対

応
が
出
来

る
。
受
講

者
の
中
に

は
、
即
導

入
さ
れ
た

方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。 

　
夏
ま
つ
り
反
省
会
が
八
月
二
十

四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
夏
ま
つ
り
は
当
初
、
大
震
災
で

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
「
 

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
み
ん
な
で
東

日
本
大
震
災
復
興
を
応
援
し
よ
う
 

」
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
会

員
企
業
等
か
ら
の
協
賛
金
が
集
ま

っ
た
こ
と
、
東
海
大
学
生
の
応
援

が
な
い
中
、
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
例
年
以
上
の
協
力
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
 

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
で
一
番
多
か

っ
た
の
は
、
環
境
美
化
部
会
の
頑

張
り
で
し
た
。
ゴ
ミ
の
分
別
を
徹

底
し
、
こ
ま
め
に
ゴ
ミ
の
回
収
を
 

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
出

店
者
も
段
ボ
ー
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い
ゴ

ミ
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
課
題
で
は
、
地
区
セ
ン
タ

ー
内
で
の
飲
食
が
目
立
っ
た
こ
と

や
、
花
火
の
空
砲
で
老
人
が
ビ
ッ

ク
リ
し
て
椅
子
か
ら
落
ち
た
な
ど

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
企
画
委
員
会
が
中
心
と
な

っ
て
改
善
し
、
よ
り
良
い
ふ
る
さ

と
夏
ま
つ
り
に
し
て
行
き
ま
す
。
 

〈
義
援
金
五
一
，
八
四
八
円
〉
 

ま
つ
り
の
日
、
皆
様
か
ら
頂
い
た

震
災
復
興
義
援
金
は
、
市
を
通
じ

日
本
赤
十
字
社
に
寄
付
し
、
感
謝

状
を
戴
き
ま
し
た
。
 

　
八
月
九
日
、
岩
手
県
花
巻
市
で

行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
体
で
、
大

塚
新
田
の
高
校
三
年
、
植
松
詩
織

さ
ん
が
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で

優
勝
し
ま
し
た
。
沼
津
工
業
高
校

入
学
時
、
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
た
い

と
思
い
女
子
部
員
の
い
な
い
ボ
ー

ト
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
男
子
と

共
に
約
一
〜
二
時
間
の
乗
艇
練
習

を
、
手
に
豆
を
作
り
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ト
の
楽
し
み

は
何
で
す
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
「
 

レ
ー
ス
に
出
る
事
で
新
し
い
出
会

い
も
あ
る
し
、
新
た
な
目
標
に
向

か
う
事
が
で
き
る
の
で
試
合
す
る

の
が
楽
し
い
。
勝
て
ば
嬉
し
い
負

け
れ
ば
悔
し
い
。
」
と
返
っ
て
き

て
、
負
け
ん
気
の
強
さ
を
か
い
ま

見
た
気
が
し
ま
す
。
次
の
目
標
は

と
の
問
い
に
「
国
体
」
と
力
強
く

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
頑
張
り
に

応
援
し
ま
す
。
　
久
保
田
　
正
彦
 

　
八
月
一
日
、
東
京
の
大
学
に
通

う
外
国
人
留
学
生
が
『
留
学
生
開

国
ツ
ア
ー
』
と
称
し
て
戸
田
地
区

を
訪
れ
ま
し
た
。
留
学
生
は
、
ア

ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
南
米
か
ら
、

計
八
ヶ
国
、
十
二
名
の
国
際
色
豊

か
な
訪
問
団
で
し
た
。
一
行
は
朝
、

沼
津
港
か
ら
高
速
船
ホ
ワ
イ
ト
マ

リ
ン
に
乗
っ
て
戸
田
に
入
り
、
文

字
通
り
『
戸
田
の
フ
ル
コ
ー
ス
』

を
堪
能
し
、
夕
方
再
び
船
に
乗
っ

て
戸
田
を
後
に
し
ま
し
た
。
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内

で
戸
田
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
ロ
ー
ド

を
散
策
し
な
が
ら
、
松
城
邸
や
法

泉
寺
で
歴
史
や
文
化
に
触
れ
ま
し

た
。
昼
食
に
は
戸
田
の
海
の
幸
を

味
わ
い
、
博
物
館
で
は
深
海
魚
の

生
態
を
学
び
、
塩
造
り
の
体
験
も

行
い
ま
し
た
。
道
中
の
会
話
や
懇

談
の
際
に
は
、
留
学
生
の
目
に
映

っ
た
戸
田
や
日
本
の
文
化
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
聞
く
事

が
で
き
ま
し
た
。
 

・
戸
田
地
区
は
自
然
が
豊
か
で
、

海
も
き
れ
い
。
と
て
も
魅
力
的
。
 

・
日
本
の
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
が

あ
り
、
地
元
の
人
と
の
触
れ
合
い

を
体
験
し
た
い
。
 

・
生
魚
を
食
べ
る
習
慣
は
無
い
が
、

刺
身
は
お
い
し
か
っ
た
。
箸
の
使

い
方
も
上
手
に
で
き
た
。
 

・
温
泉
な
ど
、
み
ん
な
で
大
き
な
 

お
風
呂
に
入
る
習
慣
は
な
い
が
、

是
非
体
験
し
て
み
た
い
。
 

・
お
茶
は
砂
糖
な
ど
を
入
れ
な
く

て
も
、
日
本
式
の
淹
れ
方
で
シ
リ

ア
で
も
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
い
ま
す
。
 

　
留
学
生
に
と
っ
て
、
日
本
の
文

化
に
触
れ
る
機
会
で
あ
る
と
同
時

に
、
私
達
に
と
っ
て
も
、
留
学
生

に
代
表
さ
れ
る
外
国
人
の
若
者
の

目
に
映
っ
た
戸
田
の
魅
力
を
直
接

聞
く
こ
と
の
で
き
る
、
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
九
月
十
日
、
御
浜
岬
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
広
場
に
て
『
第
七
回
ご
ぜ
芸

能
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
祭
り
は
、
そ
の
昔
戸
田
峠

の
山
道
で
盲
目
の
女
三
味
線
弾
き

が
大
雪
に
遭
い
行
き
倒
れ
と
な
り
、

戸
田
住
民
が
手
厚
く
葬
っ
た
と
い

う
言
い
伝
え
を
由
来
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
伝
統
文
化
を
顕
彰
し
、

今
後
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
い
う

趣
旨
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
供
養
式
典
を
執

り
行
っ
た
あ
と
、
芸
能
発
表
と
し

て
『
漁
師
踊
り
』
や
、
『
黒
潮
太

鼓
』
に
よ
る
二
演
目
、
『
美
凛
舞

（
ビ
リ
ー
ブ
）
』
に
よ
る
よ
さ
こ

い
、
ま
た
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
や
三
味

線
等
、
多
彩
の
舞
や
音
を
奏
で
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
花
火
も
打
ち
上

げ
ら
れ
、
盛
大
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
 

　
こ
こ
で
、『
黒
潮
太
鼓
保
存
会
』

に
今
年
七
月
に
入
会
し
た
ば
か
り

の
高
校
一
年
生
、
山
田
早
紀
さ
ん

の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
「
今
回
、
黒
潮
太
鼓
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
初
め
て
舞
台
に
出
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
太
鼓
を
始

め
て
日
が
浅
い
の
で
、
上
手
く
叩

け
る
か
と
て
も
心
配
で
し
た
。
 

　
最
初
に
『
ま
つ
り
』
を
叩
き
ま

し
た
。
人
前
に
出
る
事
が
苦
手
な

の
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
が
側
に
居
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
の
で
安
心
し
て
叩
く

事
が
で
き
ま
し
た
。
二
曲
目
の
『
 

戸
田
太
鼓
』
の
時
は
、
気
持
ち
も

落
ち
着
き
緊
張
せ
ず
に
上
手
く
叩

け
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
 

　
し
か
し
、
ま
だ
完
璧
で
は
な
い

の
で
、
沢
山
練
習
を
積
ん
で
上
手

く
な
り
た
い
で
す
。
」
 

　
黒
潮
太
鼓
は
楽
し
く
且
つ
勇
ま

し
く
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
 

　
今
後
共
、
皆
様
の
応
援
を
支
え

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
黒
潮
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保
存
会
 

戸
田
支
所
だ
よ
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夏
ま
つ
り
反
省
会
 

ご
ぜ
芸
能
ま
つ
り
盛
大
に
終
る
 

留
学
生
か
ら
見
た
戸
田
 

ガイドの説明を聞く留学生 ガイドの説明を聞く留学生 

黒潮太鼓の熱演 黒潮太鼓の熱演 

iPad体験セミナー 

facebook講習会 
　2008年から日本語版が開設された

facebook。 

現在ではGoogleを超える勢いで検索

ヒット数が上昇しています。 

　ビジネスツールとしfacebookを活

用されている方は多く、私もそれが

目的で本セミナーに参加しました。 

　セミナー参加者の方は、既に登録・

使用されている方が殆どで、講師の

加藤先生の話に食いつくように受講

されていました。 

　私は現在ビジネスブログを構築中

であり、そこにfacebookをリンクさ 

               せることで拡販を期待し 
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留
学
生
、戸
田
の
自
然
を
満
喫 

原支所 
芦川 瑞穂 

有
限
会
社 

ア
イ
・
リ
ン
ク 

　
　
　
　 

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

　
代
表
取
締
役 

加
藤
忠
宏 

■facebook

は
本
物
だ
！ 

　facebook

が
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

世
界
的
に
見
た
場
合
、
ヒ
ッ
ト
数

で
は
世
界
一
位
のG

oogle

に
次
ぐ

勢
い
で
、
閲
覧
ペ
ー
ジ
数
で
は

G
oogle

を
超
え
、
滞
在
時
間
に
お

い
て
はG

oogle

の
約
二
・
五
倍
の

時
間
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
私
に

対
し
て
全
国
の
団
体
や
企
業
か
ら

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
依
頼
が
来

て
い
る
が
、
大
半
がblog

シ
ス
テ

ム
に
よ
る
H 
P
構
築
支
援
か

facebook

の
戦
略
的
活
用
で
あ
る
。

特
に
旅
行
業
界
は
旅
行
サ
イ
ト
じ

ゃ
ら
ん
問
題
も
あ
っ
て
、
旅
行
関

係
者
は
早
急
にfacebook

対
応
を

急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。 

■
嘘
の
よ
う
な
本
当
の
話 

　
七
月
、
甲
府
で
企
業
支
援
を
し

て
い
る
と
、
別
の
経
営
者
か
ら

facebook
の
チ
ャ
ッ
ト
で
「
何
時

の
便
で
帰
る
の
で
す
か
」
「
電
車

の
右
側
の
座
席
に
い
て
ほ
し
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
た
。
私

が
身
延
線
で
帰
る
時
、
電
車
が
駅

に
到
着
す
る
と
そ
の
経
営
者
が
い

て
、
ド
ア
の
開
閉
の
間
に
土
産
物

を
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
方
は
三
月

にfacebook

で
知
り
合
っ
た
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
驚
い
た
。
現
在
で

は
仕
事
を
頂
い
て
い
る
。
さ
ら
に

静
岡
駅
で
は
二
人
の
受
講
生
が
待

っ
て
い
て
く
れ
た
。
こ
う
い
う
こ

と
が
起
き
る
の
がfacebook

の
す

ご
い
と
こ
ろ
だ
。 

■facebook

利
用
の
ポ
イ
ン
ト 

　facebook

で
は
経
営
者
と
し
て

の
思
想
や
姿
勢
が
強
く
問
わ
れ
る
。

信
頼
が
生
ま
れ
、
結
果
と
し
て
参

加
者
間
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
。
当
社
で
は
ド
ラ

ッ
カ
ー
の
思
想
に
基
づ
きfacebook

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

W
eb

や
ブ
ロ
グ
と
の
親
和
性
も

高
く
、S

E
O

対
策
に
加
え
、

facebook

側
か
ら
の
自
社
サ
イ
ト

に
顧
客
を
導
く
プ
ラ
ン
も
提
案
し

て
い
る
。
現
在
、
国
の
制
度
で
無

料
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
一
社
三

回
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
詳
細
は
商
工
会
ま
で
。 

最
新
の
I 
T
事
情「facebook
」と
企
業
経
営 

10月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

  10月    6日  第３回理事会 
    　　 19日  工業部会建設関連部会視察 

　   原支所 
  10月    5日  ウインドウズ７講習会 
    　　 23日  原支所女性部視察研修会 

　   戸田支所 
  10月    3日  部田神社祭典 
       14～16日  戸田支所青年部視察研修会 
    　　 23日  東大マラソン 

　
八
月
に
商
工
会
に
入
り
ま
し
た
、

芦
川
瑞
穂
で
す
。
皆
様
に
顔
と
名

前
を
覚
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

明
る
い
挨
拶
を
心
掛
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

元気で魅力あるクラブにしよう 

8
月
1
日
　
造
船
郷
土
資
料
博
物
館
に
て
（
3
面
に
詳
細
） 

職
員
異
動
・
採
用
 主催　戸田さんさんまつり実行委員会 

11月6日（日） 

開催時間　10：00～14：00 
会　　場　戸田御浜岬公園 
地場産品直売　10：00～14：00

催
し
も
の
 

10：00～14：00 

B級グルメフェアー 

ガラガラ抽選会 

フワフワーちびっ子集合！ 

各種ステージイベント 

JA農産物品評会 

14：00　餅投げ 

 
退
任
さ
れ
た
武
下
雅
美
さ
ん
の
 

後
任
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。
 

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
 

第7回 

中
小
企
業
診
断
士 

シ
ス
テ
ム
監
査
技
術
者 


